
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

仏滅 箕 

旧 7 月 10 日   

月曜    1 

『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
に
説
か
れ
る
七
難
の
第
七
は

｢
怨
賊
難｣

で
す
。 

貿
易
の
た
め
に
大
規
模
な
商
隊
が
険
路
を
行
く
と
き
に
、

観
世
音
菩
薩
を
念
ず
れ
ば
盗
賊
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

商
隊
の
一
人
ひ
と
り
が
観
世
音
菩
薩
を
念
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
恐
怖
心
や
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
な
く
準
備

を
整
え
、
不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
の
だ
と
受
け
止

め
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

 

お
ん 

 

ぞ
く 

 

な
ん 

  

怨
賊
難 

「
盗
賊
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

日   

 大安 斗 

旧 7 月 11 日   

火曜    2 
｢

三
毒｣

と
は
苦
し
み
の
根
源
と
さ
れ
る｢

貪
欲
・
瞋
恚
・

愚
痴｣

の
三
つ
の
煩
悩
の
こ
と
で
す
。 

あ
れ
も
こ
れ
も
欲
し
い
と
欲
望
が
膨
ら
む
の｢

貪
欲｣

、思

い
通
り
に
い
か
な
い
と
怒
り
が
爆
発
す
る｢

瞋
恚｣

、つ
ま

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
に
心
が
囚
わ
れ
る｢

愚
痴｣

。 

こ
の
三
毒
が
生
じ
た
と
き
に
、観
世
音
菩
薩
を
念
じ
れ
ば

離
れ
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

一
心
に
慈
悲
深
い
観
世
音
菩
薩
を
敬
う
こ
と
で
、観
世
音

菩
薩
の
御
心
が
自
分
に
も
備
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。 

   

三
毒 

「
苦
し
み
の
根
源
と
さ
れ
る
煩
悩
」 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳  

9 月 

さ
ん 

 

ど
く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 赤口 女 

旧 7 月 12 日   

水曜    3  
も
し
女
人
が
あ
っ
て
、
観
世
音
菩
薩
を
礼
拝
供
養
す
る

と
、
男
子
の
出
産
を
望
め
ば
福
徳
が
あ
り
智
慧
の
深
い
男

子
を
授
か
り
、
女
子
の
出
産
を
望
め
ば
見
目
麗
し
く
愛
嬌

の
あ
る
女
子
を
授
か
る
だ
ろ
う
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

子
供
が
胎
内
に
い
る
う
ち
に
仏
さ
ま
の
教
え
を
与
え
る

大
切
さ
、
母
親
が
子
を
想
う
慈
悲
心
の
大
き
さ
を
現
わ
し

て
い
る
経
文
だ
と
思
い
ま
す
。 

男
女
の
産
み
分
け
を
祈
念
す
る
の
で
は
な
く
、
授
か
っ
た

生
命
を
大
切
に
育
も
う
と
願
い
ま
し
ょ
う
。 

  

若
有
女
人 

「
若
し
女
人
有
り
て
」 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

に
ゃ
く 

 

う 
 

 

に
ょ 
 

に
ん 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２5 年   

令和 7 年 乙巳 

9 月   日   

 先勝 虚    

旧 7 月 13 日   

木曜    4  
｢

二
人
の
福｣

と
は
、
六
十
二
億
恒
河
沙
と
い
う
量
り
知

れ
な
い
数
の
菩
薩
の
名
を
呼
び
供
養
を
尽
く
し
た
人

と
、
一
時
で
も
観
世
音
菩
薩
に
帰
依
し
観
世
音
菩
薩
の

名
を
呼
ん
だ
人
、
こ
の
二
人
が
得
る
功
徳
は
同
じ
で
あ

る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

仏
さ
ま
・
菩
薩
さ
ま
の
教
え
は
皆
同
じ
、
衆
生
を
救
う
た

め
の
教
え
で
す
。 

た
く
さ
ん
の
仏
さ
ま
に
帰
依
し
て
も
、
一
人
の
菩
薩
さ

ま
に
帰
依
し
て
も
、
功
徳
は
同
じ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

是
二
人
福 

「
こ
の
二
人
の
福
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

ぜ 
 

 
 

に 
 

 

に
ん 
 

ぶ
く 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 友引 危    

旧 7 月 14 日   

金曜    5  
観
世
音
菩
薩
は
相
手
に
応
じ
て
姿
を
変
え
て
、
相
手
に

ふ
さ
わ
し
い
教
え
を
説
か
れ
ま
す
。 

①
～
③
三
聖
身…

悟
り
を
得
た
仏
・
悟
り
を
得
よ
う
と

修
行
す
る
辟
支
仏
・
声
聞
の
三
身 

④
～
⑨
天
身…

梵
王
・
帝
釈
・
自
在
天
・
大
自
在
天
・ 

天
大
将
軍
・
毘
沙
門
天
の
天
界
の
六
身 

⑩
～
⑭
五
人
身…
小
国
の
王
・
長
者(

富
豪)

・
居
士(

在
家

仏
教
信
者
者)

・
宰
官(

役
人
・
文
官)

・

婆
羅
門(
司
祭
・
学
者)

の
五
身 

   

観
音
の
三
十
三
身
① 

 

「
観
音
さ
ま
は
相
手
に
応
じ
て
姿
を
変
え
て
導
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
如
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

か
ん 

の
ん 

 
 

 

さ
ん
じ
ゅ
う 

さ
ん
し
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

   先負 室    

旧 7 月 15 日   

土曜    6  
⑮
～
⑱
四
部
衆
身…

比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷

の
男
女
の
出
家
者
と
信
者
の
四
身 

⑲
～
㉒
四
婦
女
身…

長
者
・
居
士
・
宰
官
・
婆
羅
門
の
婦

人
た
ち
四
身 

㉓
～
㉔
二
童
身…

童
男
・
童
女
の
二
身 

㉕
～
㉜
八
部
身…

天
・
龍
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・ 

迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
伽
の
八
身 

㉝
執
金
剛
身…

仏
法
の
守
護
神
で
あ
る
金
剛
力
士 

｢

三
十
三
身｣

は
相
手
に
応
じ
て
導
く
こ
と
の
喩
え
で
す
。 

   

観
音
の
三
十
三
身
② 

 

「
観
音
さ
ま
は
相
手
に
応
じ
て
姿
を
変
え
て
導
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

か
ん 

の
ん 

 
 

 

さ
ん
じ
ゅ
う 

さ
ん
し
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

9 月   日   

 仏滅 壁   

旧 7 月 16 日   

日曜    7  
観
世
音
菩
薩
は
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
に
常
に
心
を
配

り
、
相
手
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
姿
に
変
え
て
、
ど
こ
へ
で

も
赴
き
導
い
て
く
だ
さ
る
存
在
で
す
。 

自
分
も
か
く
あ
り
た
い
と
観
世
音
菩
薩
に
な
ら
い
慈
悲

心
を
持
っ
て
人
に
接
し
、
相
手
の
幸
福
を
願
っ
て
生
き

る
こ
と
が
観
世
音
菩
薩
へ
の
供
養
に
も
な
る
の
で
す
。 

観
世
音
菩
薩
の
よ
う
な
慈
悲
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
不

意
に
厄
災
に
襲
わ
れ
た
と
し
て
も
、
畏
れ
る
こ
と
な
く

平
常
心
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

   

以
種
種
形 

遊
諸
国
土 

 

「
相
手
に
応
じ
て
態
度
や
解
き
方
を
変
え
て
導
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

   

い 

し
ゅ 

じ
ゅ 

ぎ
ょ
う 
 

 

ゆ
う 

し
ょ 

こ
く 

ど 

白露   



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

若
三
千
大
千
国
土
。
満
中
怨
賊
。
有
一
商
主
。
将
諸
商
人
。
齎
持
重
宝
。
経
過
険
路
。
其
中
一
人
。
作
是
唱
言
。
諸
善
男
子
。
勿
得
恐
怖
。
汝
等
応
当
。
一
心
称

観
世
音
菩
薩
名
号
。
是
菩
薩
。
能
以
無
畏
。
施
於
衆
生
。
汝
等
若
称
名
者
。
於
此
怨
賊
。
当
得
解
脱
。
衆
商
人
聞
。
倶
発
声
言
。
南
無
観
世
音
菩
薩
。
称
其
名
故
。

即
得
解
脱
。
無
尽
意
。
観
世
音
菩
薩
摩
訶
薩
。
威
神
之
力
。
巍
巍
如
是
。
若
有
衆
生
。
多
於
婬
欲
。
常
念
恭
敬
。
観
世
音
菩
薩
。
便
得
離
欲
。
若
多
瞋
恚
。
常
念

恭
敬
。
観
世
音
菩
薩
。
便
得
離
瞋
。
若
多
愚
痴
。
常
念
恭
敬
。
観
世
音
菩
薩
。
便
得
離
痴
。
無
尽
意
。
観
世
音
菩
薩
。
有
如
是
等
。
大
威
神
力
。
多
所
饒
益
。
是

故
衆
生
。
常
応
心
念
。
若
有
女
人
。
設
欲
求
男
。
礼
拝
供
養
。
観
世
音
菩
薩
。
便
生
福
徳
智
慧
之
男
。
設
欲
求
女
。
便
生
端
正
有
相
之
女
。
宿
植
徳
本
。
衆
人
愛

敬
。
無
尽
意
。
観
世
音
菩
薩
。
有
如
是
力
。
若
有
衆
生
。
恭
敬
礼
拝
。
観
世
音
菩
薩
。
福
不
唐
捐
。
是
故
衆
生
。
皆
応
受
持
。
観
世
音
菩
薩
名
号
。
無
尽
意
。
若

有
人
受
持
。
六
十
二
億
。
恒
河
沙
菩
薩
名
字
。
復
尽
形
供
養
。
飲
食
。
衣
服
。
臥
具
。
医
薬
。
於
汝
意
云
何
。
是
善
男
子
。
善
女
人
。
功
徳
多
不
。
無
尽
意
言
。

甚
多
。
世
尊
。
佛
言
。
若
復
有
人
。
受
持
観
世
音
菩
薩
名
号
。
乃
至
一
時
。
礼
拝
供
養
。
是
二
人
福
。
正
等
無
異
。
於
百
千
万
億
劫
。
不
可
窮
尽
。
無
尽
意
。
受

持
観
世
音
菩
薩
名
号
。
得
如
是
。
無
量
無
辺
。
福
徳
之
利
無
尽
意
菩
薩
。
白
佛
言
。
世
尊
。
観
世
音
菩
薩
。
云
何
遊
此
娑
婆
世
界
。
云
何
而
為
衆
生
説
法
。
方
便

之
力
。
其
事
云
何
。
佛
告
無
尽
意
菩
薩
。
善
男
子
。
若
有
国
土
衆
生
。
応
以
佛
身
。
得
度
者
。
観
世
音
菩
薩
。
即
現
佛
身
。
而
為
説
法
。
応
以
辟
支
佛
身
。
得
度

者
。
即
現
辟
支
佛
身
。
而
為
説
法
。
応
以
声
聞
身
。
得
度
者
。
即
現
声
聞
身
。
而
為
説
法
。
応
以
梵
王
身
。
得
度
者
。
即
現
梵
王
身
。
而
為
説
法
。
応
以
帝
釈
身
。

得
度
者
。
即
現
帝
釈
身
。
而
為
説
法
。
応
以
自
在
天
身
。
得
度
者
。
即
現
自
在
天
身
。
而
為
説
法
。
応
以
大
自
在
天
身
。
得
度
者
。
即
現
大
自
在
天
身
。
而
為
説

法
。
応
以
天
大
将
軍
身
。
得
度
者
。
即
現
天
大
将
軍
身
。
而
為
説
法
。
応
以
毘
沙
門
身
。
得
度
者
。
即
現
毘
沙
門
身
。
而
為
説
法
。
応
以
小
王
身
。
得
度
者
。
即

現
小
王
身
。
而
為
説
法
。
応
以
長
者
身
。
得
度
者
。
即
現
長
者
身
。
而
為
説
法
。
応
以
居
士
身
。
得
度
者
。
即
現
居
士
身
。
而
為
説
法
。
応
以
宰
官
身
。
得
度
者
。

即
現
宰
官
身
。
而
為
説
法
。
応
以
婆
羅
門
身
。
得
度
者
。
即
現
婆
羅
門
身
。
而
為
説
法
。
応
以
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
身
。
得
度
者
。
即
現
比
丘
。

比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
身
。
而
為
説
法
。
応
以
長
者
。
居
士
。
宰
官
。
婆
羅
門
婦
女
身
。
得
度
者
。
即
現
婦
女
身
。
而
為
説
法
。
応
以
童
男
童
女
身
。
得
度

者
。
即
現
童
男
童
女
身
。
而
為
説
法
。
応
以
天
。
龍
。
夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
脩
羅
。
迦
楼
羅
。
緊
那
羅
。
摩
睺
羅
伽
。
人
非
人
等
身
。
得
度
者
。
即
皆
現
之
。
而

為
説
法
。
応
以
執
金
剛
神
。
得
度
者
。
即
現
執
金
剛
神
。
而
為
説
法
。
無
尽
意
。
是
観
世
音
菩
薩
。
成
就
如
是
功
徳
。
以
種
種
形
。
遊
諸
国
土
。
度
脱
衆
生
。
是

故
汝
等
。
応
当
一
心
。
供
養
観
世
音
菩
薩
。
是
観
世
音
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
怖
畏
急
難
之
中
。
能
施
無
畏
。
是
故
此
娑
婆
世
界
。
皆
号
之
為
。
施
無
畏
者
。
無
尽
意

菩
薩
。
白
佛
言
。
世
尊
。
我
今
当
供
養
。
観
世
音
菩
薩
。
即
解
頸
。
衆
宝
珠
瓔
珞
。
価
直
百
千
両
金
。
而
以
与
之
。
作
是
言
。
仁
者
。
受
此
法
施
。
珍
宝
瓔
珞
。

時
観
世
音
菩
薩
。
不
肯
受
之
。
無
尽
意
。
復
白
観
世
音
菩
薩
言
。
仁
者
。
愍
我
等
故
。
受
此
瓔
珞
。
爾
時
佛
告
。
観
世
音
菩
薩
。
当
愍
此
無
尽
意
菩
薩
。
及
四
衆
。

天
。
龍
。
夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
脩
羅
。
迦
楼
羅
。
緊
那
羅
。
摩
睺
羅
伽
。
人
非
人
等
故
。
受
是
瓔
珞
。
即
時
観
世
音
菩
薩
。
愍
諸
四
衆
。
及
於
天
。
龍
。
人
非
人

等
。
受
其
瓔
珞
。
分
作
二
分
。
一
分
奉
釈
迦
牟
尼
佛
。
一
分
奉
多
宝
佛
塔
。
無
尽
意
。
観
世
音
菩
薩
。
有
如
是
自
在
神
力
。
遊
於
娑
婆
世
界
。
爾
時
無
尽
意
菩
薩
。

以
偈
問
曰 

法華経 日めくり 令和７年（2025）9 月① 
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２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

9 月   日   

 大安 奎 

旧 7 月 17 日   

月曜    8

7  
観
世
音
菩
薩
は
苦
悩
の
多
い
険
悪
な
世
の
中
で
も
、
畏
れ

る
こ
と
は
な
い
と
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

周
囲
の
人
や
世
間
に
対
し
て
求
め
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、

周
囲
が
変
わ
る
と
不
安
に
な
る
の
で
す
。 

観
世
音
菩
薩
を
見
習
っ
て
、
慈
悲
深
い
心
で
人
々
に
接

し
、
何
の
見
返
り
も
求
め
ず
、
皆
の
幸
せ
を
望
み
善
行
を

施
し
て
い
け
ば
畏
れ
る
も
の
は
無
く
な
る
で
し
ょ
う
。 

故
に
人
を
相
手
に
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
以
上
の
存
在

で
あ
る
仏
菩
薩
を
信
じ
る
の
で
す
。 

    

於
怖
畏
急
難
之
中 

能
施
無
畏 

 

「
畏
れ
の
多
い
世
の
中
に
、
畏
れ
る
も
の
は
無
い
と
導
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

    

お 

ふ 

い 

き
ゅ
う
な
ん
し
ち
ゅ
う 

 

の
う 

せ 

む 

い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 赤口 婁 

旧 7 月 18 日   

火曜    9  
無
尽
意
菩
薩
は
感
謝
の
思
い
込
め
て
観
世
音
菩
薩
に
宝

珠
の
首
飾
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

し
か
し
観
世
音
菩
薩
は
こ
れ
を
受
け
取
り
ま
せ
ん
。 

見
返
り
を
求
め
皆
に
施
し
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。 

そ
れ
に
対
し
お
釈
迦
さ
ま
は
、
皆
の
思
い
を
受
け
止
め

る
こ
と
も
慈
悲
で
あ
る
と
観
世
音
菩
薩
を
諭
し
ま
す
。 

そ
こ
で
観
世
音
菩
薩
は
首
飾
り
を
二
つ
に
分
け
て
自
分

を
導
い
て
く
れ
た
お
釈
迦
さ
ま
と
多
宝
如
来
に
感
謝
の

思
い
を
捧
げ
ら
れ
た
の
で
し
た
。 

  

不
肯
受
之 

「
あ
え
て
こ
れ
を
受
け
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

    

ふ 
 

 
 

こ
う 

 

じ
ゅ 
 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 先勝 胃    

旧 7 月 19 日   

水曜    10  
｢

な
ぜ
観
世
音
菩
薩
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
す
か｣

と
い

う
無
尽
意
菩
薩
の
質
問
に
対
し
て
、
お
釈
迦
さ
ま
は
、 

｢
観
世
音
菩
薩
が
ど
の
よ
う
な
修
行
を
し
て
き
た
の
か

を
聴
い
て
学
ぶ
よ
う
に｣

と
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
。 

｢

方
所｣
と
は
、
一
切
衆
生
の
暮
ら
し
や
境
遇
の
こ
と
。 

一
人
ひ
と
り
の｢
方
所｣

に
応
じ
て
救
い
導
い
く
た
め
に

観
世
音
菩
薩
は｢
三
十
三
身｣

を
現
わ
さ
れ
た
の
で
す
。 

そ
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
多
く
の
衆
生
を
導
い
く
善
行
を

重
ね
て
菩
薩
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

   

汝
聴
観
音
行 

善
応
諸
方
所 

 

 

「
観
音
の
行
を
聴
け 

善
く
諸
々
の
方
所
に
応
ず
る
」 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

    

に
ょ
ち
ょ
う 

か
ん
の
ん 

ぎ
ょ
う 

 

ぜ
ん 

の
う 

し
ょ 

ほ
う 

し
ょ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

9 月   日   

 友引 昴 

旧 7 月 20 日   

木曜    11  
｢

弘
誓｣

と
は｢

四
弘
誓
願｣

の
こ
と
。 

菩
薩
は
初
発
心
時
に
こ
の
大
願
を
発
し
ま
す
。 

①
一
切
衆
生
を
救
う 

②
一
切
衆
生
の
煩
悩
を
断
じ

る 
③
諸
々
の
法
門
を
知
り
尽
く
す 

④
無
上
の
仏

道
を
行
じ
成
就
す
る
と
い
う
四
つ
の
誓
願
で
す
。 

観
世
音
菩
薩
の
誓
願
は
、
海
の
よ
う
に
深
く
、
私
た
ち

が
ど
れ
ほ
ど
長
い
時
間
を
か
け
て
考
え
て
も
及
ば
な

い
ほ
ど
堅
固
な
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

故
に
一
切
衆
生
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

   

弘
誓
深
如
海 

歴
劫
不
思
議 

 

「
弘
誓
の
深
き
こ
と
海
の
如
し 

劫
を
歴
と
も
思
議
せ
じ
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

   

ぐ 

せ
い 

じ
ん 

に
ょ 

か
い 

 

り
ゃ
っ 

こ
う 

ふ 
 

し 
 

ぎ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 先負 畢  

旧 7 月 21 日   

金曜    12  
｢

名
を
聞
く｣

と
は
、
そ
の
説
か
れ
た
教
え
を
学
ぶ
こ
と
。 

｢
身
を
見
る｣

と
は
、
そ
の
行
い
を
見
習
う
こ
と
。 

｢
心
に
念
じ
る｣

と
は
、
そ
の
力
を
信
じ
切
る
こ
と
。 

こ
の
三
つ
の
受
持
を｢

三
業
受
持｣

と
い
い
ま
す
。 

観
世
音
菩
薩
を
範
と
し
て
励
め
ば
苦
を
滅
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

観
世
音
菩
薩
を
見
習
っ
て
人
々
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と

が
、
苦
の
根
本
と
な
る
迷
い
を
断
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
の
で
す
。 

こ
こ
に
観
音
信
仰
の
神
髄
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

   

聞
名
及
見
身 

心
念
不
空
過 

 

「
名
を
聞
き
及
び
身
を
見
、
心
に
念
じ
む
な
し
く
過
ぎ
」 

 
 

 
 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

    

も
ん
み
ょ
う 

ぎ
っ 

け
ん
し
ん 

 
 

し
ん 

ね
ん 

ふ 
 

く
う 

か 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 仏滅 觜 

旧 7 月 22 日   

土曜    13  
｢

念
彼
観
音
力｣

と
、｢

三
業
受
持｣

を
前
提
と
し
て
観
世

音
菩
薩
を
念
じ
る
と
現
れ
る
様
々
な
功
徳
が
『
観
世
音

菩
薩
普
門
品
』
の
偈
文
『
普
門
偈
』
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

前
述
の
火
難
・
水
難
・
羅
刹
難
・
刀
杖
難
・
鬼
難
・
枷
鎖

難
・
怨
賊
難
の
七
難
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
災

難
を
逃
れ
ら
れ
る
と
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

周
囲
に
求
め
る
も
の
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
境
遇
に
お

い
て
も
畏
れ
る
こ
と
が
な
い
観
世
音
菩
薩
を
念
じ
る
こ

と
が
難
を
逃
れ
る
力
に
な
る
の
で
す
。 

  

念
彼
観
音
力 

 

「
観
音
の
力
を
念
じ
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

    

ね
ん 

 
 

ぴ 
 

 

か
ん 
 

の
ん 

 
 

り
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 大安  参 

箕 
旧 7 月 2３日   

日曜    14  
『
普
門
偈
』
に
説
か
れ
て
い
る
十
二
の
諸
難
救
済
で
す
。 

①
落
火
坑
難…

火
の
穴
に
落
と
さ
れ
て
も
そ
の
穴
が
水

の
池
と
変
わ
る→

怒
り
や
嫉
妬
の
火
に
焼
か
れ
な
い 

②
漂
流
難…

大
海
原
に
漂
流
し
て
も
波
が
静
ま
る→

 

 

欲
望
の
海
に
流
さ
れ
な
い 

 

③
堕
須
弥
山
難…

須
弥
山
か
ら
堕
と
さ
れ
て
も
虚
空
に

留
ま
る→

浮
か
れ
す
ぎ
る
こ
と
な
く
心
を
引
締
め
る 

④
堕
金
剛
山
難…

高
山
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
て
も
一
毛

も
損
な
わ
な
い→

厄
災
に
も
心
が
折
れ
な
い 

   

観
世
音
菩
薩
の
諸
難
救
済
① 

 
 

「
観
世
音
菩
薩
は
諸
難
か
ら
救
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

    

か
ん
ぜ 

お
ん 

ぼ 

さ
つ 

 

し
ょ
な
ん
き
ゅ
う
さ
い 

 
 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

於
怖
畏
急
難
之
中
。
能
施
無
畏
。
是
故
此
娑
婆
世
界
。
皆
号
之
為
。
施
無
畏
者
。
無
尽
意
菩
薩
。
白
佛
言
。
世
尊
。
我
今
当
供
養
。
観
世
音

菩
薩
。
即
解
頸
。
衆
宝
珠
瓔
珞
。
価
直
百
千
両
金
。
而
以
与
之
。
作
是
言
。
仁
者
。
受
此
法
施
。
珍
宝
瓔
珞
。
時
観
世
音
菩
薩
。
不
肯
受

之
。
無
尽
意
。
復
白
観
世
音
菩
薩
言
。
仁
者
。
愍
我
等
故
。
受
此
瓔
珞
。
爾
時
佛
告
。
観
世
音
菩
薩
。
当
愍
此
無
尽
意
菩
薩
。
及
四
衆
。

天
。
龍
。
夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
脩
羅
。
迦
楼
羅
。
緊
那
羅
。
摩
睺
羅
伽
。
人
非
人
等
故
。
受
是
瓔
珞
。
即
時
観
世
音
菩
薩
。
愍
諸
四
衆
。
及

於
天
。
龍
。
人
非
人
等
。
受
其
瓔
珞
。
分
作
二
分
。
一
分
奉
釈
迦
牟
尼
佛
。
一
分
奉
多
宝
佛
塔
。
無
尽
意
。
観
世
音
菩
薩
。
有
如
是
自
在
神

力
。
遊
於
娑
婆
世
界
。
爾
時
無
尽
意
菩
薩
。
以
偈
問
曰 

世
尊
妙
相
具 

我
今
重
問
彼 

佛
子
何
因
縁 
名
為
観
世
音 

具
足
妙
相
尊 

偈
答
無
尽
意 

汝
聴
観
音
行 

善
応
諸
方
所 

弘
誓
深
如

海 

歴
劫
不
思
議 

侍
多
千
億
佛 

発
大
清
浄
願 
我
為
汝
略
説 

聞
名
及
見
身 

心
念
不
空
過 

能
滅
諸
有
苦 

仮
使
興
害
意 

推
落

大
火
坑 

念
彼
観
音
力 

火
坑
変
成
池 

或
漂
流
巨
海 
龍
魚
諸
鬼
難 

念
彼
観
音
力 

波
浪
不
能
没 

或
在
須
弥
峰 

為
人
所
推
堕 

念
彼
観
音
力 

如
日
虚
空
住 

或
被
悪
人
逐 

堕
落
金
剛
山 

念
彼
観
音
力 

不
能
損
一
毛 

或
値
怨
賊
繞 

各
執
刀
加
害 

念
彼
観
音

力 

咸
即
起
慈
心 

或
遭
王
難
苦 

臨
刑
欲
寿
終 

念
彼
観
音
力 

刀
尋
段
段
壊 

或
囚
禁
枷
鎖 

手
足
被
杻
械 

念
彼
観
音
力 

釈
然

得
解
脱 

呪
詛
諸
毒
薬 

所
欲
害
身
者 

念
彼
観
音
力 

還
著
於
本
人 

或
遇
悪
羅
刹 

毒
龍
諸
鬼
等 

念
彼
観
音
力 

時
悉
不
敢
害 

若
悪
獣
囲
繞 

利
牙
爪
可
怖 

念
彼
観
音
力 

疾
走
無
辺
方 

蚖
蛇
及
蝮
蠍 

気
毒
煙
火
然 

念
彼
観
音
力 

尋
声
自
回
去 

雲
雷
鼓
掣
電 

降
雹
澍
大
雨 

念
彼
観
音
力 

応
時
得
消
散 

衆
生
被
困
厄 

無
量
苦
逼
身 
観
音
妙
智
力 

能
救
世
間
苦 

具
足
神
通

力 

広
修
智
方
便 

十
方
諸
国
土 

無
刹
不
現
身 

種
種
諸
悪
趣 

地
獄
鬼
畜
生 

生
老
病
死
苦 
以
漸
悉
令
滅 

真
観
清
浄
観 

広
大

智
慧
観 

悲
観
及
慈
観 

常
願
常
瞻
仰 

無
垢
清
浄
光 

慧
日
破
諸
闇 

能
伏
災
風
火 

普
明
照
世
間 
悲
体
戒
雷
震 

慈
意
妙
大
雲 

澍
甘
露
法
雨 

滅
除
煩
悩
焔 

諍
訟
経
官
処 

怖
畏
軍
陣
中 

念
彼
観
音
力 

衆
怨
悉
退
散 

妙
音
観
世
音 

梵
音
海
潮
音 

勝
彼
世
間

音 

是
故
須
常
念 

念
念
勿
生
疑 

観
世
音
浄
聖 

於
苦
悩
死
厄 

能
為
作
依
怙 

具
一
切
功
徳 

慈
眼
視
衆
生 

福
聚
海
無
量 

是
故

応
頂
礼 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）6 月② 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く 
 

よ
う 

む 

り
ょ
う
ひ
ゃ
く 

せ
ん 

し
ょ 

ぶ
つ 

 
 

 

く
ょ
う 

 

せ
つ 

 

べ
ん 

 
 

ざ
い 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

赤口 井 

旧７月 24 日   

月曜    15  
   

観
世
音
菩
薩
の
諸
難
救
済
② 

  

「
観
世
音
菩
薩
は
諸
難
か
ら
救
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

   

か
ん
ぜ 

お
ん 

ぼ 

さ
つ 
 

し
ょ
な
ん
き
ゅ
う
さ
い 

『
普
門
偈
』
に
説
か
れ
て
い
る
十
二
の
諸
難
救
済
で
す
。 

⑤
怨
賊
難…

盗
賊
に
あ
っ
て
も
盗
賊
が
悔
い
改
め
る→

 

 
凶
事
に
も
動
揺
せ
ず
、
恐
怖
か
ら
離
れ
る 

⑥
王
難…

権
力
者
か
ら
の
迫
害
を
免
れ
る→

絶
望
の
淵

か
ら
抜
け
た
と
き
心
の
眼
が
開
く 

⑦
枷
鎖
杻
械
難…

枷
鎖
で
繋
が
れ
て
も
解
か
れ
る→

 

心
を
縛
る
欲
望
や
怠
惰
か
ら
解
き
放
た
れ
る 

⑧
呪
詛
毒
薬
難…

呪
う
者
に
呪
い
と
毒
が
返
る→

 

呪
う
者
の
仏
性
を
開
か
せ
後
悔
を
促
す 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 先勝 鬼 

旧 7 月 25 日   

火曜    16  
『
普
門
偈
』
に
説
か
れ
て
い
る
十
二
の
諸
難
救
済
で
す
。 

⑨
諸
鬼
難…

鬼
や
毒
蛇
に
遭
っ
て
も
害
せ
ら
れ
な
い→

 

 
自
他
の
心
の
中
の
鬼
を
滅
す
る 

⑩
悪
獣
難…

野
獣
が
迫
っ
て
き
て
も
野
獣
が
逃
げ
て
い

く→
獣
の
よ
う
な
心
を
持
っ
た
者
も
改
心
さ
せ
る 

⑪
蚖
蛇
蝮
蠍
難…

毒
虫
に
追
わ
れ
て
も
毒
虫
が
逃
げ
て

い
く→

毒
気
を
持
っ
た
者
も
愚
か
さ
に
気
づ
く 

⑫
雲
雷
難…

雷
雨
に
遭
っ
て
も
雷
雲
が
消
え
て
い
く→

 

 

心
の
怒
り
の
稲
妻
を
鎮
め
る 

   

観
世
音
菩
薩
の
諸
難
救
済
③ 

 

「
観
世
音
菩
薩
は
諸
難
か
ら
救
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

か
ん
ぜ 

お
ん 

ぼ 

さ
つ 
 

し
ょ
な
ん
き
ゅ
う
さ
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

友引 柳 

旧７月 26 日   

水曜    17  
｢

妙
智
力｣

と
は
す
べ
て
に
行
き
渡
る
正
し
い
智
慧
。 

仏
さ
ま
の
智
慧
と
同
じ｢

妙
智
力｣

を
観
世
音
菩
薩
は
具

え
て
い
る
の
で
、
人
々
の
無
数
の
苦
し
み
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

周
囲
の
境
遇
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
苦
し
み
の
深
み
に

は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
観
世
音
菩
薩
の
妙
智
力
に

救
わ
れ
た
な
ら
、
本
性
を
取
り
戻
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た

よ
う
な
気
持
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

｢

妙｣

に
は
蘇
生
の
意
味
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

観
音
妙
智
力 

 

「
観
世
音
菩
薩
の
妙
智
力
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

か
ん 

 
 

の
ん 

 
 

み
ょ
う 

 

ち 
 

 

り
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

先負 星    

旧 7 月 27 日   

木曜    18  
｢

神
通
力｣

に
次
の
六
神
通
が
あ
り
ま
す
。 

①
天
眼
通…

人
に
は
見
え
な
い
も
の
を
見
通
す
力 

②
天
耳
通…

人
に
は
聞
こ
え
な
い
音
声
を
聴
く
力 

③
他
心
通…

人
の
心
の
中
を
見
通
す
力 

④
宿
命
通…
過
去
の
あ
り
さ
ま
を
知
る
力 

⑤
神
足
通…
思
い
通
り
に
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
力 

⑥
漏
神
通…

煩
悩
を
滅
し
尽
く
す
力 

観
世
音
菩
薩
は
こ
の
よ
う
な
神
通
力
を
具
え
、
す
べ
て

の
衆
生
の
苦
し
み
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

  

具
足
神
通
力 

「
観
世
音
菩
薩
の
神
通
力
」 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

ぐ 
 

 

そ
く 

 
 

じ
ん 
 

ず
う 

 

り
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 仏滅 張    

旧 7 月 28 日   

金曜    19  
｢

真
観｣

と
は
真
実
を
見
極
め
る
こ
と
。 

世
の
中
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
真
実
を
常
に
求
め

る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
争
い
も
起
ら
な
い
は
ず
で
す
。 

｢

清
浄
観｣

と
は
煩
悩
の
な
い
清
ら
か
な
眼
で
真
実
を
見

る
こ
と
、
目
が
曇
る
と
真
実
は
見
え
ま
せ
ん
。 

自
分
の
都
合
で
考
え
、
相
手
を
う
ら
や
む
心
が
煩
悩
を

生
み
、
瞋
り
や
争
い
に
つ
な
が
る
の
で
す
。 

真
実
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
心
を
養
い
、
心
の
迷
い
を

滅
す
る
よ
う
努
め
る
、
こ
の
双
方
が
大
切
な
の
で
す
。 

   

真
観
清
浄
観 

「
真
実
を
見
極
め
、
心
の
目
を
清
ら
か
に
す
る
」 

 
 

 

我
が
浄
土
は
毀
れ
ざ
る
に 

而
も
衆
は
焼
け
尽
き
て 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

し
ん 

 

か
ん 

 
 

し
ょ
う 

じ
ょ
う 

か
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳 

9 月   日   

大安 翼 

旧７月 29 日   

土曜    20  
真
観
と
清
浄
観
に
よ
っ
て
迷
い
が
な
く
な
れ
ば
、
広
大

な
智
慧
が
発
達
し
て
い
く
も
の
で
す
。 

広
大
な
智
慧
に
は
人
を
救
う
力
も
含
ま
れ
ま
す
。 

真
実
が
見
え
る
と
他
者
の
苦
し
み
も
見
え
て
き
ま
す
。 

そ
れ
を
放
置
し
て
お
け
な
く
な
る
の
は
広
大
な
智
慧
が

身
に
付
い
て
き
た
証
で
す
。 

さ
ら
に
山
川
草
木
一
切
を
救
お
う
と
す
る
の
が
広
大
な

智
慧
、
つ
ま
り
仏
の
智
慧
で
す
。 

物
言
わ
ぬ
自
然
界
の
苦
し
み
も
救
う
智
慧
で
す
。 

  

広
大
智
慧
観 

「
広
大
な
仏
の
智
慧
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

 

こ
う 

 
 

だ
い 

 

ち 
 

 
 

え 
 

か
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢

悲
観｣

と
は
一
切
衆
生
の
悩
み
苦
し
み
を
少
し
で
も
減

ら
そ
う
と
す
る
思
い
。 

悩
め
る
も
の
を
い
つ
で
も
憐
れ
む
こ
と
、｢

大
悲｣

で
す
。 

｢

慈
観｣
と
は
一
切
衆
生
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
。 

悩
め
る
者
に
安
穏
を
与
え
る
と
い
う｢

大
慈｣

で
す
。 

こ
れ
を｢

大
慈
大
悲｣

と
い
い
、
私
た
ち
の
苦
し
み
を
減
ら

そ
う
と
寄
り
添
う
の
が
仏
さ
ま
や
観
世
音
菩
薩
で
す
。 

真
観
・
清
浄
観
・
広
大
智
慧
観
・
悲
観
・
慈
観
を
観
世
音

菩
薩
の
五
感
と
い
い
ま
す
。 

み
ょ
う
が
っ
て
ん 

じ 
 

 
 

ふ 

こ
う 

て
ん 

じ 
 

 
 

ほ
う
こ
う 

て
ん 

じ 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

 赤口 軫 

旧 7 月 30 日   

日曜    21  
  

悲
観
及
慈
観 

「
観
世
音
菩
薩
の
大
慈
大
悲
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

 

ひ 
 

 

か
ん 

 
 

ぎ
ゅ
う 

 

じ 
 

か
ん 

 夏至 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）9 月③ 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

念
彼
観
音
力 

火
坑
変
成
池 

或
漂
流
巨
海 

龍
魚
諸
鬼
難 

念
彼
観
音
力 

波
浪
不
能
没 

或
在
須
弥
峰 

為
人
所
推
堕 

念
彼
観
音
力 

如
日
虚
空
住 

或
被
悪
人
逐 

堕
落
金
剛
山 

念
彼
観
音
力 
不
能
損
一
毛 

或
値
怨
賊
繞 

各
執
刀
加
害 

念
彼
観
音
力 

咸
即
起
慈
心 

或
遭
王
難
苦 

臨
刑
欲
寿
終 

念
彼
観
音
力 

刀
尋
段
段
壊 

或
囚
禁
枷
鎖 

手
足
被
杻
械 

念
彼
観
音
力 

釈
然
得
解
脱 

呪
詛
諸
毒
薬 

所
欲
害
身
者 

念
彼
観
音
力 

還
著
於
本
人 

或
遇
悪
羅
刹 

毒
龍
諸
鬼
等 
念
彼
観
音
力 

時
悉
不
敢
害 

若
悪
獣
囲
繞 

利
牙
爪
可
怖 

念
彼
観
音
力 

疾
走
無
辺
方 
蚖
蛇
及
蝮
蠍 

気
毒
煙
火
然 

念
彼
観
音
力 

尋
声
自
回
去 

雲
雷
鼓
掣
電 

降
雹
澍
大
雨 

念
彼
観
音
力 

応
時
得
消
散 

衆
生
被
困
厄 

無
量
苦
逼
身 

観
音
妙
智
力 

能
救
世
間
苦 

具
足
神
通
力 

広
修
智
方
便 

十
方
諸
国
土 

無
刹
不
現
身 

種
種
諸
悪
趣 

地
獄
鬼
畜
生 

生
老
病
死
苦 
以
漸
悉
令
滅 

真
観
清
浄
観 

広
大
智
慧
観 

悲
観
及
慈
観 

常
願
常
瞻
仰 

無
垢
清
浄
光 

慧
日
破
諸
闇 

能
伏
災
風
火 

普
明
照
世
間 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

  友引 角 

旧 8 月 1 日 

日   月曜    22  
観
世
音
菩
薩
は
智
慧
と
慈
悲
を
具
え
て
い
る
の
で
、
無

垢
清
浄
な
光
で
周
囲
を
照
ら
し
ま
す
。 

周
囲
が
明
る
く
な
り
、
多
く
の
人
を
感
化
し
て
世
の
中

全
体
が
善
く
な
り
厄
災
も
な
く
な
り
ま
す
。 

観
世
音
菩
薩
に
救
い
を
求
め
る
と
き
、
無
垢
清
浄
な
光

に
照
ら
さ
れ
て
感
化
さ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
自
ら
も
慈

悲
行
を
実
践
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

苦
し
い
時
に
だ
け
観
世
音
菩
薩
の
救
い
を
求
め
、
身
勝

手
に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

  

無
垢
清
浄
光 

「
無
垢
清
浄
な
光
に
皆
が
感
化
さ
れ
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

む 
 

 
 

く 
 

 

し
ょ
う 

じ
ょ
う 

 

こ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

6 月   日   

 先負 亢   

旧 8 月 2 日   

火曜    23  
｢

悲
体｣

と
は
、
観
世
音
菩
薩
が
衆
生
の
苦
悩
を
除
き
た

い
と
体
で
示
す
こ
と
。 

人
は
間
違
い
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
そ
れ
を
正
す
た

め
に
は｢
戒｣

が
必
要
で
あ
り
、
衆
生
を
救
い
た
い
と
の

思
い
か
ら
与
え
ら
れ
る
戒
が｢

悲
体
戒｣

で
す
。 

｢

慈
意
妙｣

と
は
観
世
音
菩
薩
が
衆
生
を
救
い
た
い
と
い

う
願
い
が
心
の
中
に
充
満
し
て
い
る
こ
と
。 

そ
の
慈
悲
の
一
念
は
、
雲
の
よ
う
に
私
た
ち
を
包
み
込

み
、
恵
み
の
雨
は
私
た
ち
に
降
り
注
い
で
い
る
の
で
す
。 

   

悲
体
戒
雷
震 

慈
意
妙
大
雲 

 

「
慈
悲
の
一
念
が
私
た
ち
に
降
り
注
ぐ
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

ひ 
 

た
い 

か
い 

ら
い 

し
ん 

 

じ 
 

い 

み
ょ
う 

だ
い 

う
ん 

秋分の日   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

  仏滅 氐   

旧 8 月 3 日   

水曜    24  
争
い
や
訴
訟
が
起
き
た
と
き
、
観
世
音
菩
薩
を
念
じ
れ

ば
、
大
慈
悲
に
よ
り
教
え
と
道
が
示
さ
れ
て
争
い
の
元

が
失
せ
て
い
く
と
い
う
の
で
す
。 

争
い
は
お
互
い
の
慈
悲
心
が
足
ら
ず
に
起
こ
る
も
の
。 

争
い
を
仕
掛
け
た
り
、
攻
撃
を
受
け
た
り
し
た
と
き
に

も
慈
悲
心
を
呼
び
覚
ま
せ
ば
災
い
の
根
本
か
ら
覆
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。 

雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
観
世
音
菩
薩
の
慈
悲
心
を
浴
び

て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。 

  

衆
怨
悉
退
散 

「
諸
々
の
憎
し
み
も
退
散
す
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

   

し
ゅ 

 

お
ん 

 
 

し
っ 
 

た
い 

 
 

さ
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

  大安 房 

旧 8 月 4 日   

木曜    25  
｢

妙
音｣

と
は
一
切
衆
生
を
救
う
教
え
を
説
く
声
。 

｢
観
世
音｣

と
は
世
の
中
の
す
べ
て
を
見
通
し
て
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
教
え
を
説
く
声
。 

｢

梵
音｣
と
は
煩
悩
を
滅
し
た
清
浄
な
心
で
説
く
声
。 

｢

海
潮
音｣
と
は
潮
騒
の
よ
う
に
遠
く
ま
で
響
き
、
引
い

て
は
返
す
波
の
よ
う
に
心
に
響
く
声
。 

｢

勝
彼
世
間
音｣
と
は
世
間
の
人
々
の
迷
い
を
超
越
し
て

包
括
し
救
済
の
教
え
を
説
く
声
。 

こ
の
五
つ
の
音
を
観
世
音
菩
薩
の
五
音
と
い
い
ま
す
。 

  

妙
音
観
世
音 

梵
音
海
潮
音 

 

勝
彼
世
間
音 

是
故
須
常
念 

「
観
世
音
菩
薩
の
五
音
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

   

み
ょ
う
お
ん
か
ん
ぜ
お
ん 

 
 

ぼ
ん
の
ん
か
い
ち
ょ
う
お
ん 

し
ょ
う
う
ひ
せ
け
ん
の
ん 

 
 

ぜ 

こ 

し
ゅ
じ
ょ
う
ね
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

  赤口 心    

旧 8 月 5 日   

金曜    26  
観
世
音
菩
薩
は
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を
具
え
た
仏
に
近
い
存

在
で
、
慈
悲
の
眼
で
一
切
衆
生
を
見
守
り
、
救
い
導
こ
う

と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
切
衆
生
を
救
う
力
は
、
海
に
一
切
の
水
が
集
ま

る
よ
う
に
無
量
の
福
徳
を
具
え
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
福
徳
を
拝
受
で
き
る
衆
生
も
無
量
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

故
に
頭
を
垂
れ
て
観
世
音
菩
薩
を
礼
拝
し
、
観
世
音
菩

薩
を
範
と
し
て
自
ら
も
菩
薩
行
に
励
み
ま
し
ょ
う
。 

  

福
聚
海
無
量 

「
福
聚
の
海 

無
量
な
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

   

ふ
く 

 

じ
ゅ 

 
 

か
い 
 

む 
 

 

り
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

密
教
の
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
地
蔵
院
の
九
菩
薩
の
一
人
。 

功
徳
と
智
慧
に
す
ぐ
れ
、
大
慈
大
悲
を
も
っ
て
一
切
衆

生
を
救
済
す
る
こ
と
が
大
地
を
支
え
持
つ
よ
う
で
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
菩
薩
で
す
。 

そ
の
慈
悲
深
い
持
地
菩
薩
が
「
一
切
衆
生
を
救
済
す
る

観
世
音
菩
薩
の
お
力
を
知
り
、
そ
の
福
徳
を
拝
し
、
観
世

音
菩
薩
に
な
ら
い
修
行
に
励
め
ば
そ
の
功
徳
は
は
か
り

知
れ
な
い
」
と
お
釈
迦
さ
ま
に
申
し
上
げ
、『
観
世
音
菩

薩
普
門
品
』
は
結
ば
れ
ま
し
た
。 

き
ん 

な 

ら 

け
ん 

だ
つ
ば 

 

あ 

し
ゅ 

ら 
 

か 

る 

ら 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

  先勝 尾 

旧 8 月 6 日   

土曜    27  
  

持
地
菩
薩 

 

「
大
地
を
支
え
持
つ
よ
う
な
慈
悲
深
い
菩
薩
」 

 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

   

じ 
 

 
 

ち 
 

 

ぼ 
 

 

さ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

  友引 箕    

旧 8 月 7 日   

日曜    28  
｢

無
等｣

と
は｢

等
し
い
も
の
が
無
い｣

、
つ
ま
り
一
番
勝

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

誰
も
が
仏
性
も
持
っ
て
い
る
の
で
、
努
力
を
怠
ら
ず
精

進
す
れ
ば｢

無
等｣

に
至
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

｢

等｣

に
は｢
同
じ
よ
う
な
も
の
を
並
べ
て
示
す｣

と
い
う

意
味
も
あ
り
、｢
無
等
等｣

は
一
番
勝
れ
て
い
る
も
の
が

複
数
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

『
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
を
聞
い
た
皆
が
一
番
勝
れ
た

悟
り
の
境
地
を
目
指
す
心
を
お
こ
し
た
の
で
す
。 

  

皆
発
無
等
等 

「
皆
が
一
番
勝
れ
た
悟
り
の
境
地
を
目
指
す
心
を
発
し
た
」 

  

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

  

か
い 

 
 

ほ
つ 

 

む 
 

 

と
う 

 
 

と
う 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）9 月④ 

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

真
観
清
浄
観 

広
大
智
慧
観 

悲
観
及
慈
観 

常
願
常
瞻
仰 

無
垢
清
浄
光 

慧
日
破
諸
闇 

能
伏
災
風
火 

普
明
照
世
間 

悲
体
戒
雷
震 
慈
意
妙
大
雲 

澍
甘
露
法
雨 

滅
除
煩
悩
焔 

諍
訟
経
官
処 

怖
畏
軍
陣
中 

念
彼
観
音
力 

衆
怨
悉
退
散 

妙
音
観
世
音 

梵
音
海
潮
音 

勝
彼
世
間
音 

是
故
須
常
念 

念
念
勿
生
疑 

観
世
音
浄
聖 
於
苦
悩
死
厄 

能
為
作
依
怙 

具
一
切
功
徳 

慈
眼
視
衆
生 
福
聚
海
無
量 

是
故
応
頂
礼 

 

爾
時
持
地
菩
薩
。
即
従
座
起
。
前
白
佛
言
。
世
尊
。
若
有
衆
生
。
聞
是
観
世
音
菩
薩
品
。
自
在
之

業
。
普
門
示
現
。
神
通
力
者
。
当
知
是
人
。
功
徳
不
少
。
佛
説
是
普
門
品
時
。
衆
中
八
万
四
千
衆

生
。
皆
発
無
等
等
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  先負 斗  

旧 8 月 8 日   

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   月曜    29  
｢

陀
羅
尼｣

は
梵
語
の
発
音
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
に
漢
字
を
当

て
た
語
で
、
漢
訳
す
る
と｢

総
持｣

と
な
り
ま
す
。 

｢
総
持｣

と
は
悪
法
を
捨
て
善
法
を
持
す
る
意
で
、
仏
さ

ま
の
教
え
を
よ
く
記
憶
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。 

本
来
は
仏
教
修
行
者
が
覚
え
る
べ
き
教
え
や
作
法
な
ど

を
指
し
、
や
が
て
こ
れ
が
転
じ
て
「
暗
記
さ
れ
る
べ
き
呪

文
」
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
定
の
形
式
を
満
た

す
呪
文
を
特
に
陀
羅
尼
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

『
陀
羅
尼
品
』
に
は
行
者
守
護
の
咒
文
が
説
か
れ
ま
す
。 

  

陀
羅
尼 

「
悪
法
を
捨
て
て
善
法
を
持
す
る
呪
文
」 

  

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

 

だ 
 

 
 

ら 
 

 

に 

  先負 斗    

旧 8 月８日   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２５年   

令和 7 年 乙巳  

9 月   日   

  仏滅 女    

旧 8 月 9 日   

火曜    30  
唐
の
玄
奘
三
蔵
は
仏
教
経
典
を
漢
訳
す
る
際
に
陀
羅
尼

を
翻
訳
し
な
い
理
由
を
あ
げ
ま
し
た
。 

①
神
呪
は
秘
密
の
法
で
あ
り
、
翻
訳
す
べ
き
で
な
い
し
、

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

②
多
義
を
含
む
が
故
に
訳
す
と
そ
の
意
を
損
な
う
。 

③
イ
ン
ド
の
世
界
観
を
中
国
語
に
訳
せ
な
か
っ
た
。 

④
昔
か
ら
使
用
し
た｢

語｣

の
ま
ま
に
従
っ
て
い
た
。 

⑤
翻
訳
を
し
な
い
ほ
う
が
言
葉
に
重
み
と
深
み
が
あ
り

神
秘
的
で
有
難
さ
が
あ
る
。 

  

五
種
不
翻 

「
陀
羅
尼
を
翻
訳
し
な
い
五
つ
の
理
由
」 

  

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

  

ご 
 

 

し
ゅ 

 
 

ふ 
 

 

ほ
ん 

 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和 7 年（2025）９月⑤ 

妙
法
蓮
華
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六 

 

爾
時
薬
王
菩
薩
。
即
従
座
起
。
偏
袒
右
肩
。
合
掌
向
佛
。
而
白
佛
言
。
世
尊
。
若
善
男

子
。
善
女
人
。
有
能
受
持
。
法
華
経
者
。
若
読
誦
通
利
。
若
書
写
経
巻
。
得
幾
所
福
。
佛

告
薬
王
。
若
有
善
男
子
善
女
人
。
供
養
八
百
万
億
。
那
由
佗
。
恒
河
沙
等
諸
佛
。
於
汝
意

云
何
。
其
所
得
福
。
寧
為
多
不
。
甚
多
世
尊
。
佛
言
。
若
善
男
子
。
善
女
人
。
能
於
是

経
。
乃
至
受
持
。
一
四
句
偈
。
読
誦
解
義
。
如
説
修
行
。
功
徳
甚
多
。
爾
時
薬
王
菩
薩
。

白
佛
言
。
世
尊
。
我
今
当
与
。
説
法
者
。
陀
羅
尼
呪
。
以
守
護
之
。
即
説
呪
曰 


